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○ 2009 年第 1 四半期シンガポール経済成長率（速報値） 
 

4 月 14 日、シンガポール通産省(MTI)は 2009 年第 1 四半期の経済成長率（GDP 成長率）の速報値を前年同

期比▲11.5％と発表した。前四半期の▲4.2％からさらに悪化し、シンガポール経済の縮小が急速に進んだことを

示した。前期比成長率（季節調整済、年率換算）も▲19.7％となり、▲16.4％だった 08 年第 4 四半期からマイナス

幅が拡大し、4 四半期続けてマイナス成長となった。また、09 年通年の成長率見通しを従来の▲2.0～▲5.0％（1

月の修正値）から▲6.0～▲9.0％に引下げた。09 年成長率見通しの下方修正は３度目となった。 
 

09 年第 1 四半期の前年同期比成長率をセクター別に見ると、製造業においては、エレクトロニクス、精密エンジ

ニアリング、化学、バイオメディカル（製薬関連）などの分野が海外需要の縮小を主因に落ち込んだことから、前年

同期比▲29.0％となり、前四半期の▲10.7％から大幅に悪化した。建設業は住宅、インフラ建設のプロジェクト案

件が増加したことに支えられ、+25.6％と堅調に伸びた。サービス業については、卸売業と運輸・倉庫業が世界的

な貿易縮小の影響を強く受け、ホテル・レストラン業も観光客減少の影響を被ったことから、▲5.9％となった。 

                           シンガポールＧＤＰ成長率の推移（前年同期比）      （単位：％） 

2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2008 年 2009 年 
業    種 

通年 通年 通年 通年 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 

全産業 6.4 7.9 7.7 1.1* 6.7* 2.5* 0.0* -4.2* -11.5 

  製造業 9.3 11.5 5.8 -4.1* 12.6 -5.6* -11.0 -10.7* -29.0 

  建設業  -1.1 2.7 20.3 20.3* 13.1* 23.7* 26.0* 18.5* 25.6 

  サービス業 6.0 7.0 8.1 4.7* 7.5* 7.5* 5.5* -1.3* -5.9 
*修正値 

 

○ シンガポールドルの為替相場切り下げ 
 

シンガポール通貨庁(MAS)は通貨政策を半年毎に見直しているが、前回の定期見直し（08 年 10 月）以降、シン

ガポールドルの名目実効為替レート(S$NEER)は誘導目標レンジ（許容変動幅）の中心値より下半分で推移した。

今回の見直し（4 月 14 日発表）では誘導目標レンジの中心値を実勢レートの水準に再調整（下方修正）した。ただ

し、相場の方向性としては前回見直しと同様に「上昇率ゼロ」政策のスタンスを継続し、許容変動幅の大きさも変え

ない。エコノミストの間では、今回の措置はシンガポールドルの 1～２％の切り下げにつながると予想されている。

 以上 


